






















































1854 ●下田歌子 生 まれる
1864 ●津田梅子 生 まれる
1871 ●吉岡彌生 生 まれる
1871 ●津田梅子 岩倉使節団 に随行して渡米
1872 ●下田歌子 宮中 に出仕
1879 ●下田歌子 宮中奉仕 を辞す




1889 ●津田梅子 再度 の米国留学
1892 ●吉岡彌生 済生学舎卒業
1892 ●津田梅子 帰国
1893 ●下田歌子 女子教育視察 のため渡欧
1895 ●下田歌子 帰国
1899 ●香川綾 生 まれる
1899 ●下田歌子 実践女学校開設
1900 ●二階堂ト クヨ 女子高等師範学校入学
1900 ●津田梅子 女子英学塾開設
1900 ●吉岡彌生 東京女医学校開設
1904 ●二階堂ト クヨ 女子高等師範学校卒業
1912 ●二階堂ト クヨ 英国留学
1915 ●二階堂ト クヨ 帰国
1921 ●香川綾 東京女子医学専門学校入学
1922 ●二階堂ト クヨ 二階堂体操塾開設
1926 ●香川綾 東京女子医学専門学校卒業
1926 ●二階堂ト クヨ 日本女子体育専門学校開設
1929 ●津田梅子 逝去（ 64歳）
1933 ●香川綾 家庭食養研究会開設
1935 ●香川綾 『 栄養と料理』創刊
1936 ●下田歌子 逝去（ 83歳）
1941 ●二階堂ト クヨ 逝去（ 60歳）
1950 ●吉岡彌生 東京女子医科大学開設
1959 ●吉岡彌生 逝去（ 88歳）
1961 ●香川綾 女子栄養大学開設










1894 日清戦争（ 〜95 ）
1899 高等女学校令 、私立学校令公布
1903 専門学校令公布















































































という言葉には、 それまで梅子が出会ってきた女性の理想像が表現されてます。 式辞において、 英語で表
現されなければならなかった唯一の理念が“all-round women”で、 「完たい婦人」という日本語だけでは
伝えきれない女性像だったのでしょう。 梅子はそのような多様なall-round womenたちに出会い、 支えら
れ、 10代からあたためてきた夢を35歳で実現することになったのです。
津田梅子…女子高等教育、英語教育のパイオニア
日本で27番目の女性医師
　吉岡彌生 （旧姓・鷲山）は、日本初の女性医師養成機関の創設者です。明治4（1871）年、静岡県の漢方
医の家に生まれ、2人の兄が医学校に通うという環境に育ちましたが、彼女自身が医師になることに関して
は、父の猛反対を受けました。しかし、彌生は粘り強く医学への希望を説き、2年間だけという条件付きで
18歳のときに上京します。
　当時は内務省の医術開業試験前期・後期試験に合格すれば誰でも医師になることができましたが、女性
医師の数はまだ少ない時代でした。私立医学校・済生学舎に入学した彌生は、少数派である女子生徒が多
くの男子生徒から差別を受ける現実に、女性が安心して勉強できる環境が必要だと感じました。難関の試
験を突破した彌生は日本で27番目の女性医師となり、故郷に戻って父の診療を手伝いますが、ドイツに留
学したいと考え、再び上京。東京至誠学院で診療を行う傍ら、ドイツ語を学び始め、院長・吉岡荒太と結婚
しました。
東京女医学校の設立
　明治33（1900）年、母校の済生学舎が女子学生排斥に踏み切ると、彌生は、今後女性が医師になる道
が閉ざされてしまうことを憂慮し、夫・荒太と共に東京女医学校を設立します。創設から8年後には初の後
期試験合格者（卒業生）を出し、以後、東京女医学校は、少しずつではありますが確実に女性医師を世に送
り出していきました。
専門学校昇格の許可を得る
　やがて医術開業試験規則の改正が行われ、国の定めた専門学校の卒業生しか受験できないことになる
と、専門学校昇格の許可を得るため、彌生は文部省に何度も足を運び、学校や病院の設備を整えようと奔
走しました。その甲斐あって、東京女医学校は東京女子医学専門学校へ昇格、のち、文部大臣指定学校と
なり、卒業生は無試験で医師資格を得られるようになりました。大正11（1922）年に最大の協力者であっ
た夫・荒太を亡くした彌生でしたが、夫の夢でもあった大学への昇格という目標を忘れることはありません
でした。
女性の地位向上のため幅広く活動
　彌生は女子医学教育と並行して自らも医師として活躍するだけでなく、講演や著作の執筆など精力的に
活動しました。医療の分野に限らず、女性の地位向上や職業に携わる女性の指導など幅広く関わり、数多く
の団体の役職にもつきました。国外へも活躍の場を広げ、昭和3（1928）年にはホノルルでの第1回汎太平
洋婦人会議へ参加、昭和14（1939）年には厚生省・文部省の嘱託として欧米視察も行っています。こうした
精力的な活動とともに大学の発展に尽くし、昭和25（1950）年には念願の大学昇格を実現させました。長
年に渡り、日本の女子医学教育につくした彌生は、昭和34（1959）年5月に彼女の志を継ぐ多くの卒業生
たちに看取られながら88歳の生涯を閉じました。
吉岡彌生…女性医師の養成と女性の社会的地位向上にかけた生涯
二階堂トクヨ…草創期の女子体育を手作りした人
文学少女から体操教員へ
　二階堂トクヨは、明治13（1880）年、宮城県に生まれました。小学校卒業後、14歳で分教場の准教員と
なり、正教員になるために師範学校を目指しましたが、折り悪しくこの年から宮城県師範学校では女子部
が廃止、トクヨは隣県の福島県師範学校入学を果たすために、一面識もない福島民報社に手紙を書いて、
同社長の養女となりました（のち復籍）。
　さらに女子高等師範学校文科に学び、23歳で石川県立高等女学校の教諭となります。学生時代は文学
少女で、短歌を好み、将来はその道の専門家になるのではないかと思われていましたが、たまたま最初の
赴任先で体操授業を担当させられたことがきっかけとなって、それまで嫌っていた体育に積極的に打ち込
むようになり、3年後に高知に転任したときは堂々たる体操教員になっていました。
イギリス留学・新しい体操観への目覚め
　30歳で母校の東京女子高等師範学校へ助教授として迎えられたトクヨは、これまでの体操研究の実績
を高く評価され、イギリス留学を命ぜられます。「足掛四年」にわたるイギリスでの研修と見聞は、トクヨの
体育観を大きく転換させました。
　トクヨが学んだキングスフィールド体操専門学校は、イギリス初の組織的な体操教師養成のための全寮
制の学校でした。社会のために働く人間の育成に重きを置き、体育の技術だけでなく、広い教養を身につ
けさせ、体育指導者として社会で立派に活躍できる女性を育成しようとする設立者兼校長マダム・オスタバ
ーグの教育方針に、トクヨは深い感銘を受けました。
二階堂体操塾の開校
　帰国後のトクヨは、東京女子高等師範学校の教授に昇進して、女子体育指導と教員養成の重責を本格
的に担うことになりました。しかし、人間教育の一環として体育を捉えるという、今から考えれば当たり前の
構想も、旧弊な人々の間では充分な理解を得られず、ついに大正11（1922）年、財政基盤もほとんどない
ままに、東京代々木の民家を学校兼寄宿舎として二階堂体操塾を開校します。トクヨの、いわば女子体育自
立の運動は、共鳴する人々に支えられ、女性の社会進出の要求・女子専門教育普及の上げ潮にも乗って、
二階堂体操塾は、早くも4年後には日本最初の体育専門学校となりました。
体育を中軸に据えた全人教育
　トクヨは述べています̶̶身体の健康維持・増進を目的とする体育は、知育・徳育の基礎であり、老若男
女それぞれの特質・段階に応じて、楽しく、わがものにすべきものである。女性も社会に貢献することによっ
て、宇宙に生み出されたるご恩返しをなし得るのであり、そのためには、まず自己一身の心身の独立を計ら
なければならない。心身の独立を計るためには「心身の健全」を得なければならない。「生理的機能を完全
に、且つ精神的活動を盛ならしむこと」によって「初めて人生の幸福を味わう」ことができる̶̶こうした教
育理念は、トクヨの生涯をかけた苦闘の産物でした。
自由闊達な家庭での教育
　香川綾（旧姓・横巻）は明治32（1899）年、和歌山県本宮で生まれ、父の自由闊達な教育方針のもと、読
書好きのガキ大将として育ちます。15歳で直面した母の死に衝撃を受け、医学を学びたいと考えるように
なりました。しかし、父の強いすすめから和歌山県立師範学校に進学。卒業後は小学校の教員となりました
が、2年で離職し、医学の道をめざして上京しました。
念願の東京女子医学専門学校へ
　22歳で東京女子医学専門学校へ入学。卒業後は、東京帝国大学医学部の島薗順次郎教授のもとで、脚
気研究の補助的仕事をすることになります。綾は島薗順次郎から「医者の本分は人を病気にならないよう
にすることである」と教えられました。
　当時、日本では脚気が猛威を振るい、それを治すビタミンの研究が盛んに行なわれていました。島薗教
授は食事の問題からビタミンに注目、綾は飯の炊き方の研究課題を与えられ、器具、方法、材料等の科学
的研究に取り組みました。当時唯一の栄養食糧雑誌『糧友』に「飯の炊き方」を発表、島薗教授の代理講演
では「主食は胚芽米、魚一、豆一、野菜が四」の食事法を提唱し、入院患者の50倍の数の在宅病人に対す
る医師の責務として食の改善を唱えました。
　31歳のとき、医局の先輩である香川昇三と結婚、人生の師として終生尊敬する出会いとなります。一女
三男をもうけ、自らの育児体験を「乳児五回食、幼児四回食」の提案に生かすなど、仕事と家庭を両立させ
ました。
栄養学教育の発展に尽くす
　昭和8（1933）年、夫妻は「家庭食養研究会」を開設し、近隣の医師の妻やその子女に「病人をつくらな
い食生活の改善」を教え始めました。学生が作ったテキストが好評なことから、頒布希望に応えるかたち
で、雑誌『栄養と料理』が創刊されました。
　昭和12(1937)年、家庭食養研究会は「女子栄養学園」と改称、学校となりました。しかし、太平洋戦争に
よって食糧事情が悪化、空襲で校舎が焼失、疎開先で夫・昇三が死去と、困難な時代が続きます。「どちらか
が一人になっても生き残った者が目的の仕事を続けよう」という夫との誓いどおり、戦後、綾は一人で学園
を復活させます。女子栄養大学家政学部食物栄養学科開設にあたっては、栄養学教育の必要性を文部省
の担当官に説得するために奔走しました。
　また、勘に頼っていた調理を誰でも再現できるものにするために計量カップ・スプーンを考案し、「何をど
れだけ食べれば良いのか」を科学的に解明して、食品群の分類を四つに発展させ、「香川式食事法」を完成
発表しました。このほか、料理教室や通信教育の開講、栄養クリニックの開設など、生涯、栄養学教育の発
展に尽くしました。
香川綾…栄養学の研究と教育に捧げた生涯
